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『NANA』、
あ るい は引 き裂 か れ る母 と子 の物 語
少女マンガと母性の問題
打 田 素 之
1.引 き裂 かれる子供 たち
月刊 誌 「ク ッキ ー」(集英社)誌 上 に連載 中の 『NANA』(矢沢 あい作、1999
年～)は 、音楽 メデ ィアの世界 において成功 をお さめる二つ の ロック ・バ ン ド
の メ ンバーた ちの物語であ る。この作 品は少女マ ンガであ りなが ら、シ ンデ レラ・
ス トー リーの拒否1、性 的な場面 や会話 の頻 出、 ヒロイ ン・奈々の妊娠 な ど、い わ
ゆる 「正統派」の少女マ ンガには在 り有べ か らざる要素がい くつ も存在 している。
しか し、 こ うした過激 な要素 のみが、 この作品 を特徴づ けてい るわけではない。
と言 うの も、 『NANA』は、親 を欠いた家庭 に出 自を もつ子供 達が多 数登場 する、
母 と子の関係 をテーマ と した物語だか らであ る。
た とえば、 もう一人の ヒロイ ン、大崎 ナナは、少女時代 に母親 に捨て られ(図
版1、 第16巻2p.144)、祖 母 に育て られた存在 であ る。未婚の母 か ら生 まれた彼
女 に父親の記憶 はない。彼女 は高校中退後、パ ンク・ロックの世界に入 り、ブラッ
クス トー ンズ(以 下 ブラス ト)の ヴ ォー カル として活躍 してい る。彼女 の恋 人、
レンは、 もう一つの ロ ック ・バ ン ド、 トラップネス ト(以 下、 トラネス)の ベー
シス トで、幼 児 の頃 に港 の倉庫 に捨 て られ、15歳 まで孤児 院 で過 ご して いる。
レンの友人、ヤス(ブ ラス トの ドラマー)は 、両親を幼 くして交通事 故で亡 くし、
1
2
拙 論 は 、 昨 年 「研 究 紀 要 』 第50号(神 戸 松 蔭女 子 学 院大 学 学 術 研 究 会 発 行)に 発
表 し た 《NanaouunehistoiredudechirementSh6jyo-mangaetproblemedela
maternite》を翻 訳 し、 そ れ に加 筆 した も ので あ る。
ナ ナ の タク ミ との 結 婚 は 、 も ち ろ ん シ ンデ レラ ・ス トー リー の 成 就 で あ る が 、 この 作
品 の 物 語 の 中 心 と な るの は、 ナ ナ と レ ンの 恋 の 顛 末 で あ る 。
矢 沢 あ い 「NANA』(集英 社 リ ボ ン ・マ ス コ ッ ト ・コ ミ ック ス 、2000年～)。 コ ミ ッ ク









図 版1「 ナ ナ と母 との 別 れ」
(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)




もちろん、 『NANA』にはナオキ(ト ラネスの ドラマー)や ノブオ(ブ ラス ト
のギタリス ト)のように普通に両親が存在する家庭の出身者 もいるが、 この作
品には不幸な少年 ・少女時代を過 ごした若者が余 りにも多いのである。他にも、













を強める二つ恋愛 もまた、「引 き裂かれた」魂の ドラマ として提示 されている。
作中でナナはレンと恋愛関係にあ り、シンはレイラと愛人関係にあるが、彼女
らの自我もまた、理想 と現実の問で 「引き裂かれた」 二揺れ惑 う存在 として描
かれている。







べつに/歌 なんか歌えな くなっても/レ ンと一緒に東京へ行って/レ ンの
ために せめて毎日/ご はんを作って部屋 を磨いて/レ ンの子供を産んで
/そ うする/べ きなのかもしれない/そ れだって/充 分す ぎる程の/幸 せ
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これは、明 らかにシンデレラ ・ス トーリー として人生を捉 えることの拒否であ
ろう。ナナはここで自分の夢が、恋愛の成就=結 婚 とは交換不可能であること
を表明している。そ して、彼女はブラス トの仲間達 と東京で成功 を収めた後 も





「最後 じゃねえのかよ?/で も/戻 ってきて も/同 じだと/思 うんだけど」
(第16巻p.48)
最初のセリフは、二人で朝食を取るのが 「最後 じゃないのか」という意味であり、
後半の 「戻 ってきて も同じだ」 というのは、 レンが夫然として仕事を終えて海
外から帰っても、私は変わっていない=同 じ、つまり依然として、レンとの生
活のために仕事 を捨てるつもりはない と宣言しているのである。一方 レンの方













が タクミに愛 されない孤独 を紛 らわすために自分を求めていることを知 りつつ









たち」の問題へ とた どり着 くことが可能である。 と言うの も、少女マ ンガにお
ける分身二分裂のテーマは、母 と子の問題と密接に結びついているか らである。
次節では、これ ら二つ問題系列がどのような関係にあるのかを見ることにする。









タクミの恋人である私(理 想)と シンの愛人である私(現 実)。男性の側 も、女性た
ちの二重の欲望を理解 し受け入れていることから、彼女らと同 じ二重性にさらされて
いる。
5主 人公のサファイアが男の子の心 と女の子の心 をもったヒロインであることは言わず
もがなのことであろう。




るにつれ消滅 して行 く。 日本社会が高度経済成長を達成する過程で、少女マン
ガから 「別れ別れになった双子の物語」 という設定は消え去るのだが、「分身」
への嗜好は生き残 り、内在化される。藤本は言う、
「この頃(1970年代、筆者注)か ら少女マ ンガは、あ るが ままの 自分=「 現
実 の 自己」 と、理想 の 自分、 ない しは他者 の期待 を投影 され、それ に答 え
よ うとす る 自分 二 「あ りうべ き自己」 との間の分 裂 と葛藤 とい うテーマ を
深化 させ てい く。そ の時、 双子 二分身 とい うの は、 それ を描 き出す ための
格好の装置 と して機能 した。」(p.88)
これを 『NANA』に当てはめるなら、大崎ナナと小松奈々が、性格や人生の目的、
育った環境などの点でどれほど異なっていようと7、説話論上は二人を独立した個





少年達 は 「ありうべ き自己」への変身を夢見た りはしないのだろうか。少 し少
年誌を開いてみれば、少年マンガの世界には、地球(又 は宇宙)を 救うためにスー
パーヒーローへ と変身す る登場人物に満ち溢れている。少年 と少女のアイデン
ティティの違いに関して、藤本は夫となることは、妻 となることと 「けっして
同値ではない」のだと述べ、その違いを次のように指摘している。
「「性」 は、少 女マ ンガの中でつねに、「分身」が現 れる契機 であ り続 ける。
思春 期 の少 女 に とって 「女 であ る私」 は違和 であ る。 だがやがて少 女 は





母 にな ってい く。妻 にな るとい うの は、 自分 で あ りなが ら同時 に他者 の ア
イデ ンテ ィテ ィにと りかこまれる ことであ り(…)、 母 になる とい うの は自
分の 中に他人 を孕み、 自分の一部 を分離 して他人 を作 り出す ことであ る。
こ こに、女性 の意識 の中 に多 様 な 「分 身」 とか 「もう一人 の私」が 生 ま
れ る素地があ る。
つ ま り、 女性 の アイデ ンテ ィテ ィ とい うの は、他 者 の視点 を内面化 し、
つ ねに他者 との関係 に よって揺 れ動 くもので あ り、男性 の ように一貫 した
アイデ ンテ ィテ ィを保 ち続 ける ことは難 しい。 それほ ど女性 の 自我 の輪 郭
は曖昧 で変化 しやす く、 だか らこそ女性 は 「分 身」 とか 「もう一人 の自分」
とい うテーマに これほ ど惹 きつ け られるのであろ う。」(pp.73-74。省 略 は筆
者。以下 同様。)






ティとは異質の自己意識 を形成することも確かなことであろう。 しか し、だか
らと言って、このことが少女マ ンガにおける分身 二双子のテーマの特権性 を十
分に説明 しているようには思えない。もしも、少女マンガが複数のアイデンティ
ティを描 きたいのなら、少年マンガがやっているように理想の自己(た とえば、
王子 と結婚するシンデレラ)へ と変身する登場人物 を創造することによって、
アイデンティティの複数性 を表現すればよいのではないだろうか。 しかし、少
し考えてみればわかると思うが、私たちは主人公が超人へと変身する物語 を読
んでも、自己意識の二重性 を感 じることなど微塵 もない(ス ーパーマ ンが自己
同一性に不安 を感 じているようでは、悪を倒すことなどできるはずがない)。つ
まり、 この方法を用いては、アイデンティティの不安定さは表現できないので
ある。では、分身少女 ものの何が 「女性」の自我の不安定さ ・曖昧さを表現す
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るのだ ろうか。
4.分 身 と女 の時間
この問題を解明するには8、少年マンガにおいて分身がどのように現れるのか、
より厳密には、変身がどのように起 こっているのか、を知 らなければならない。







少女たちが もつ時間意識は、少年たちのそれとは異な り、順序 二順番に拘束
されたものではない と考えられる。ジュリア ・クリステヴァに拠れば、男性 は




8上 野 千 鶴 子 が 言 う よ う に、 「マ ン ガや ア ニ メ な ど 日本 の サ ブ カ ル が 、性 別 非 対 象 的 な
ジ ェ ン ダー ・セ グ リゲ ー シ ョン(性 別 隔離)の も と にお か れ て きた こ と は常 識 で あ る。」
(上野 千 鶴 子 「腐 女 子 とは だ れ か?一 サ ブ カル の ジ ェ ン ダー 分析 の た め の 覚 書 」in「ユ
リ イ カ』2007年6月 臨 時増 刊 号 「腐 女 子 マ ンガ体 系 」、 青 土 社 、p.31)従っ て 、 日本
の マ ンガ や アニ メ は、 しば し ば少 女 一女 性 と少 年 一男 性 間 の 性 差 を 示 す 格 好 の例 を提
供 し て くれ る。 我 々 は 少 年 マ ン ガ を通 して男 性 性 の 符 牒 を、 そ し て少 女 マ ンガ を通 し
て 女 性 の セ ク シ ュ ア リテ ィの 特 性 を見 出 す こ とが で き る。
9鳥 山 明 の 『ドラ ゴ ンボ ー ル 』(1984年～1995年)の 例 を思 い 出せ ば 、 容 易 に理 解 で き
るで あ ろ う。
10ジ ュ リ ア ・ク リ ス テ ヴ ァ 「女 の時 間」in「女 の 時 間』(棚 沢 直 子 、 天 野 千 穂 子 編 訳 、 勤
草 書 房 、1991年)、p.120。初 出 は 、34ノ'44CahiersdeRecherchedeS.T.D.,no.5,Universite
Paris7,19790
この 同 じ論 文 の 中 で 、 ク リス テ ヴ ァは 次 の よ うに 述 べ て い る。
「いず れ に せ よ、 ヨー ロ ッパ の フ ェ ミニ ズ ム 運 動 は、 簡 単 に男 性 的 と さ れ て い る
文 明 的、 脅 迫 観 念 的 、 線 的 時 間 性 と い う概 念 に 対 して 、 三 つ の 態 度 を とっ て い る
こ とが 観 察 で き よ う。」(同 上 書 、p.123。下 線 は筆 者)











くれる。と言 うのも、この作品は、少女マ ンガには珍 しく妊娠する主人公 を登
場させた上に、その生々しい子宮の写真まで挿入されているからである(図版4、
第8巻p.63)。そして、 さらに重要なことは、ナナと奈々が、後者のタクミとの









れ た 作 品 で あ る こ とは 、 重 ね られ る コマ 、 過去 ・現 在 ・未 来 の時 制 の 交 錯 、 頻繁 に挿 入
され るモ ノロ ー グ な ど、 どこ か ら読 み 始 め た らよい の か 一 見判 断 のつ か な い ペ ー ジ構 成
に現 れ て い る。 コマ の 順 番 に従 って 展 開 す る少 年 マ ン ガ を読 み慣 れた 読 者 に とっ て、 こ
の 作 品 は非 常 に読 み 難 い 作 品 と な って い る。 また 、 「NANA』の 場 合 、 コマ と コマ が 常
に実 線 で 区切 られ て い て 、 ほ と ん ど コマ 同士 の 問 に空 間 二間 白が ない こ とは 、逆 に 問 白
に よる コ マ割 りを厳密 に守 る作 品 が、 男 性 原 理 に従 って 描 か れ てい る こ とを示 唆 す る 。
12ク リス テ ヴ ァ 「性 の 他 者 」in同上 書 、p.ll1。初 出 は、Sorciere,no.10,Albatros,1977。
13ナ ナ の場 合 は 、 レ ンの 妻 と して 家 庭 に納 ま る の か 、 歌 手 と して 身 を立 て る か の 二 者 択
一 で あ り、 レ イ ラの 場 合 は シ ンの 恋 人 で あ りつ つ 、 タ ク ミ を愛 す る こ と。
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図版4「 奈 々 の子 宮 の写 真 」
(◎YazawaMangaSeisakusyo/CookieSHUEISHAInc.)






た引 き裂かれた家庭を出自とする子ども達の数の多 さも、この観点か ら解答が
求め られるべきであろう。
5.『NANA』と母性 の問題
考えてみれば、『NANA』に登場する多 くの子供たちは、そもそ も母親 を欠い
た存在であった。ナナもシンもヤスもレンも、物心ついた時には、母親は彼 ら
の傍にはいなかった。 タクミの母親もまた彼の高校時代に病死 している。 レイ
ラの場合 のみが少 し例外 となるが、彼女 も母親の愛 には恵まれてはいなかっ
た14。
つまり、ブラス トと トラネスの構成メンバーのほとんどは、実の母の愛 を知
らずに成長 した子 ども達なのである15。もちろん、ここに挙げた6人 全員が母性
的な愛 情に恵 まれなかったわけではない。ヤスは少年時代に両親を亡 くしたと
はいえ、慈愛に満ちた養父母に育てられているし、タクミと母の関係は母親が
死に至 るまで良好なものであったと思われる。ヤス とタクミが精神的にも安定




れるべ きであることを示 している。また、冒頭 に引用 したナナと母親の別離の
場面(図版1参照)が、全巻を通 して4度繰 り返される16ことを知るなら、『NANA』
の母性へのこだわ り、母の愛への希求こそが この作品を貫 くテーマだ と言って
も過言ではないだろう。
14第18巻 で 、 彼 女 の母 親 は レ イ プ が 高 校 生 の 時 に し ば しば 男 友 達 と外 出 て い た こ とが
言 及 され て い る(p.238)。
15こ の意 味 で 、 第8巻 のp.57でレ ンが 「み な し子 ハ ッチ 』(タ ツ ノ コプ ロ 制 作 、1970年










17第20巻 で、雪の日にナナに会 うために車で大阪へ出かけたレンは、壮絶な事故死 を
遂げる。
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